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気候危機のいま
―何が起きているのか―



出典：ハイムーン工房



出典：WMO, STATE OF THE GLOBAL CLIMATE 2025

世界的に、2025年は観測史上

2番目または3番目に暖かい年

1850～1900年の平均を
上回った。

WMOの2025年世界気候現状報告書



地球温暖化は、２０２６年５月、
推定１．４３℃に達した。

これまで３０年間の温暖化傾向が続けば、
地球温暖化は２０２９年１月までに
１．５℃に達する見込み。

気温の傾向 産業革命以前の観測された気温変化 IPCCの推定 IPCCの予測

２０２６年５月からの推計

C3S global temperature trend monitor
C3S世界気温トレンドモニター

出典：コペルニクス気候変動サービス（C3S）
https://climate.copernicus.eu/

１９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２０１０ ２０２０ ２０３０ ２０４０ ２０５０ ２０６０

２．０℃

１．５

１．０

０．５

０．０



地球温暖化は、２０００年１２月、
推定０．７６℃に達した。

３０年間の温暖化傾向が続けば、
地球温暖化は２０４１年１２月に
１．５℃に達する見込み。

C3S global temperature trend monitor
C3S世界気温トレンドモニター

出典：コペルニクス気候変動サービス（C3S）
https://climate.copernicus.eu/

２０００年から推測
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2026年6月、ヨーロッパは激しい熱波に。西部地域で月間最高気温を記録。

World Weather Attributionは、
３０年前に同様の熱波が起こったとしても、
気温は約３．５℃低くなったと解析。
https://www.worldweatherattribution.org/



乾燥はヨーロッパ、
北米、ロシアで
山火事の一因に

降水量の異常、表層空気の相対湿度、土壌上部
7cmの体積水分量、2026年6月の地表気温と
1991年から2020年の6月平均と比較しての
異常。濃い灰色の陰影は、氷の覆いや気候学的
に降水量が少ない土壌水分が示されていない
場所を示す。
データソース:ERA5およびERA5-Land。

出典:C3S/ECMWF



出典： Sea surface temperature 
anomalies, June 2026
ECMWF/Copernicus Climate 
Change Service

2026年6月における
海面水温の偏差と極端な値

その結果、
ますます激しい熱波、
持続的に温暖化する海、
そして人間、生態系、
インフラに対する
リスクの増大が進む

気候システムが熱を
蓄積し続けている



極域の海氷面積の変化

北極 南極

２０２６年６月は、北極、南極共に過去６番目に小さくなった



2025年、海洋の熱量は66年間の観測記録の中で
最高レベルに達した

地球のエネルギーバランスと不均衡の図式的表現。
出典:FAQ 7.1 IPCC、2021年。

1960年から2025年の年間の2000m深さまでの
年間海洋熱含有量(ゼッタジュール(ZJ)

安定した気候：
太陽放射と地球放射の
エネルギーは均衡が
保たれている

現在：不均衡な状態

温室効果ガスにより、
地球放射は減少。

９１％が海洋へ。

出典；WMO「2025年世界気候現状」報告書



出典：気象庁より杉山編集

1898～202５年の日本の年平均気温の経年変化
1991～2020年の30年平均値からの偏差で表示

〇 
２０２４年：統計開始以降、最高値

年平均気温偏差 +1.4８℃

トレンド＝１．４4（℃／１００年）

青線：５年移動平均値
赤線：長期変化傾向

1991～2020年の30年平均値(平年値)
からの偏差で表示



出典：気象庁より杉山編集

1898～202５年の日本の年平均気温の経年変化
1991～2020年の30年平均値からの偏差で表示

〇 

新しい日常？

（異常では

なくなる⁈）

２０２４年：統計開始以降、最高値

年平均気温偏差 +1.4８℃

トレンド＝１．４4（℃／１００年）

青線：５年移動平均値
赤線：長期変化傾向

子どもや若者は
これが日常？



出典：気象庁

最高気温が
３０℃以上の日を「真夏日」
３５℃以上の日は「猛暑日」

40℃以上の日は「酷暑日」

新たな気象情報で危険を呼びかけ



熱中症による救急搬送人数の推移（２００８～２０２５年）

出典：総務省報道資料（https://www.soumu.go.jp/main_content/001037757.pdf）より杉山編集
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２０２３年、２０２４年、２０２５年の夏は猛烈な暑さが続き、エアコンの適切な利用が呼びかけられた。
２０２５年の搬送人数は１０万人を超え最多となった。

97,578

２０２６年
速報値で
134,495人
（総務省）



将来世代の経験は、
現代世代の私たちが気候変動にどう対処するかにかかっている

出典：IPCC （AR6 Synthesis Report: Climate Change 2023）

Climate Justice

「気候正義」
世代間の不公平は気候正義に反する



子どもの気候リスク報告書2026

• 世界の子どもの約半数11億人が3つ
以上重なる気候ハザードに直面。

• 気候変動による自然災害（洪水、干ば
つ、熱波、嵐、火災、砂嵐など）が増加
し、世界中のほぼすべての子どもが
少なくとも1つの気候関連ハザード
にさらされている。

出典：UNICEF, Children’s Climate Risk Report 2026

•例えば、熱波には
18億人、河川洪水
には12億人、干ば
つには6億6,200
万人が曝露。



③陸上の吸収 ④海洋の吸収

９４＋１６ー３４ー２５＝５１
①化石燃料

燃焼
②土地利用

変化
③陸上の
吸収

④海洋の
吸収

⑤大気中への
残留

（単位：億トン炭素）

人間が排出する
二酸化炭素を

半分以下に減らす！

吸収源を増やす！

ネット・ゼロ、
カーボンニュートラル、

さらには、

カーボンマイナスを
目指す！

出典：気象庁「海洋の炭素循環」より作成



出典：気候変動適応情報プラットフォーム（https://adaptation-platform.nies.go.jp）
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２０２６年７月1７日９時0０分

NOAA National Environmental Satellite, Data, and Information Service （NOAA/NESDIS）
Colorado State University-CIRA （CSU/CIRA）

出典：気象庁（気象衛星ひまわり 全球トゥルーカラー再現画像） ありがとうございました。
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